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日時・場所 2019年 4月 13日（土） 13:30-16:45於文学部校舎第一講義室






















































































チベット・ビルマ語派ルイ語群 (Luishgroup, Tibeto-Burman)とは、チャック語 (ISO
639-3 chk; Cak/Sak; バングラデシュ・チッタゴン丘陵、ビルマ・ラカイン州）、カドゥー
語 (ISO639-3 zkd; Kadu; ビルマ・ザガイン管区）、ガナン語 (ISO639-3 zkn; Ganan; 
ビルマ・ザガイン管区）、チャクパ語 (Chakpa;インド・マニプール州）等からなる言















(3)については、ルイ語群にみられる 11の特徴 (1.PLu *ti> kyiとなる、 2.PLu *r 
が消失する、 3.PLu *khy > fとなる、 4.借用語動詞の標識がある、 5.PLu *-1 > nと
なる、 6.接中辞がある、 7.PLu *5 > mである、 8.PLu *cf> 1である、 9.PLu *khri > 




































Douglas Q. Adams (2013) A dictionary of 
















おり、イスラム化以前の新彊地域において、 トカラ語 Bは亀絃国の、またトカラ語 Aは焉
者国の言語であったとされる。インドより伝えられた仏典に基づき成立したトカラ語仏典
は、その後ソグド語や古代ウイグル語などに翻訳され、周辺地域の諸民族の仏教に影響を
及ぼした。中でも、古代ウイグル語に見られるインド語由来の借用語の多くはトカラ語を
媒介としていたとされ、これらの古代ウイグル語の仏教術語はモンゴル語・満朴I語に伝え
られたため、その痕跡をこれらの言語に留めている。
本発表では、トカラ語Bの語源辞書として知られる
に収録され
た語槃・文法形式の内、主に発表者による文献学的研究に基づいて、修正・削除或いは追
加されるべき語彙・語形等を紹介すると共に、 トカラ語研究の今後の諸課題を示した。
（おぎはら ひろとし）
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出雲方言と中央方言と日本祖語
平子達也（南山大学）
年度発表要旨
本発表では，島根県東部の出雲地域で話される出雲諸方言の通時的・共時的観点からの
精密な記述が， 日本列島の諸言語・諸方言を対象とした比較歴史言語学的研究に貞献をも
たらしうることを述べた。具体的には，以下の2つの事例を取り上げた。
(1)出雲諸方言と中央方言とを比較すると，語頭位置などの特定条件下で，出雲諸方言の
半狭母音le,ofが中央方言の狭母音に対応することが分かる。この音対応からは，出雲諸方
言の先史において，狭栂音の半狭母音化 (*i>e, *u>o)が起こったと推定される。しか
しながら，「薬」を表す出雲方言の/kusoo/という形式においては，出雲方言で半狭母音化が
起こったとは考えられないにもかかわらず，中央方言のuにJoiが対応している。先行研究で
は，琉球諸方言と古代中央方言との対応から，それらの共通祖語の段階に*kusori「薬」と
いう形式が再建される。種々の根拠から出雲方言の/kusoo/に見られる半狭犀音Joiは，この
祖語の*oを保存したものと考えられる。
(2) 出雲地域の北西部に位置する大社町周辺の方言は，特定環境下で2拍名詞4類と5類と
の間にアクセントの対立があることが知られている方言である。大社町周辺方言のアクセ
ントが発見される以前は， 2拍名詞4類と5類のアクセント上の対立は中央方言と地理的に
連続した地域にのみ見られるものとされてきた。そのため，その対立を中央方言において
二次的発生したものとする見方もあったが，大社町周辺方言のアクセントの存在によって，
2拍名詞4類と5類のアクセント上の対立が祖語にまで遡る蓋然性が高いことが示された。
発表者は，出雲地域全体における2拍名詞4類と5類のアクセントの地理的分布を精査し，大
社町周辺方言における2拍名詞4類と5類のアクセント上の対立が，史的変化によってもた
らされた見かけ上のものである可能性を指摘した。
（ひらこ たつや）
